
新型コロナウィルスの３つの顔 
                                     校長 宮﨑 幸夫 

 新型コロナウィルス（Coviｄ19）感染症が世界中で拡大する中、アブダビ日本人学校の 2 学期は

感染予防のため分散登校と e-Learning を組み合わせて

授業が始まりました。 

 さて、児童・生徒皆さんには 2 学期の始業式で少しだ

け話したことなのですが、「新型コロナウィルスには３つ

の顔がある」ということをおぼえていますか。実はこの

ウィルスの本当の怖さは「３つの顔を持っている」こと

にあるのでしたね。 

「１つ目の顔」は病気そのものです。このウィルスは

感染者との接触でうつることがわかっています。感染す

ると発熱し味覚や嗅覚が異常になり（味や臭いを感じな

くなったり）肺炎を起こし重症化すると死に至ることも

ある大変怖い病気です。 

「2 つ目の顔」は人間の心にも感染する病気であるということです。このウィルスは目には見え

ないばかりかワクチンや特効薬もまだ開発されていません。わからないことがあまりに多すぎて人

間の心に「不安や恐怖」の感染をもたらすのです。そして人から人へうつっていくたびに「不安と恐

怖」がより大きくなっていきます。 

「３つ目の顔」は「不安や恐怖」から逃れたいという人間の本能に感染し「嫌悪（イヤだと思う

こと）・偏見（かたよったものの見方）・差別（扱いに差をつけること）」を生み出すという顔です。

特定の人、地域、職業などに対して「危険」「ばい菌」といったレッテルを張る嫌な心理状態（心の

状態）を作り出します。 

 アブダビ日本人学校の児童・生徒は新型コロナウィルスが持つこういった「３つの顔」に惑わさ

れることなく（だまされないで）しっかりとした気持ちをもって行動してほしいと思います。 

 「１つ目の顔」は手洗い・咳エチケット・人混みを避けるなどの衛生的な行動を徹底することで予

防できます。 

 「２つ目の顔」は根拠のない情報やうそに惑わされない真実（本当のこと）を見抜く力を発揮する

ことで予防できます。 

 「３つ目の顔」は確かな情報を集め差別的な言動に同調しないように注意することで予防できま

す。赤ちゃんのいる家庭、おじいちゃん・おばあちゃん、治療を受けている人とその家族、自宅待機

している人、病院で働く人たち、普通に日常生活を送って社会を支えている人、この事態に対応し

ているすべての人々にねぎらい（感謝）と敬意を払っていきたいと思います。私たち一人ひとりが

互いの立場を理解し、思いやりの心をもって、支え合っていきたいものです。ご家庭でもこの点に

ついて話し合っていただければと思います。特に低学年の児童に対してはお父さん、お母さんから

もお話ししてあげてください。                 

参考：日本赤十字社「新型コロナウィルスの３つの顔を知ろう！」 
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安心・安全を第一に！ 隔週分散登校 
9 月、アブダビ日本人学校は隔週・分散登校で 2 学期がスター

トしました。コロナ禍の新たな日常(学校生活)です。教室授業と

オンライン自宅学習が 1 週間毎に代わります。児童生徒は防疫規

制の中、健気に新たな日常に順応しています。10 月には大切なテ

スト(中学定期テスト等)もありますね。家庭学習をしっかり積み

上げ、実力をつけておきましょう。 

「心なき 身にもあわれは知られけり 

          鴫しぎ立つ沢の秋の夕暮れ」 （西行） 

←9 月のアブダビ風景写真が渡航を待つ私のもとへ送られてきました。上

記の和歌が思い出され「砂漠の摩天楼に、まもなく赴任する私にも秋のあ

われは、しみじみと感じられるなぁー。」と感慨に耽ったのですが、撮影し

た新城先生のコメントは「アブダビの朝です。」でした。 

なーんだ。朝焼けなのですね(笑)。でも本当に美しい「秋の景色」です。 

元気に登校。非接触型体温計で検温、ていねいに靴も消毒。 

ソーシャルディスタンスを守って登下校。 

マスク、フェイスシールドそして授業に集中。 

 ＊文部科学省派遣の宮﨑幸夫校長、佐藤康二教頭および、

NPO 派遣の西山裕介主任 桑原留美 藤田以喜 岡本祥平

の各先生方が 10 月 1 日(木)朝アブダビに到着されました。 


